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 要  旨 
 
衣料産業はスリランカの主要な産業の１つである。スリランカには８００もの工場が
あり、３０万人の人々が勤務している。産業が発展するとともに、労働衛生安全の問題
が増加している。そこで本研究では，勤務先であるMAS SHADOWLINEの工場での労
働衛生安全の問題について，従業員の立場から問題を解明し解決方法を検討することを
目的とした． 
工場内の労働安全衛生に関する問題点を特定するために、事前調査を行い，過去２年
間の労働安全衛生事故に関するデータを分析した。 
 最初に、事故データを重大な事故と軽微な事故に分類し、事故によって入院した従
業員の人数と労働時間の損失を算出した。また、製造部門長、監督者、現場オペレータ
ーなど組織の各階層に対してインタビューを行い，彼らの労働安全衛生に対する認識、
事故が発生時の対処の経験、ニーズを把握した。工場では、過去の事故解析が行われず、
またその対策も不十分であることが分かった。オペレーターは他の部門で過去に発生し
た事故を知らされず、自らの部門で同じ事故が発生した例もあった。さらに，事故につ
ながる可能性のあるインシデントが起こり、危険性を理解してもそのことを報告する方
法が確立されていないことも分かった。そこで、これらの問題点を改善するために、労
働衛生安全に関する情報を各階層に伝達する情報システムをモデル化し、導入する必要
性があると考えた。 
 本研究では、第一に，工場内における人間的または組織的な障壁を解析し、事故情
報を報告・収集する情報システムを提案した。次に収集した情報を分析して、いくつか
のチャンネルにより、工場全体にそれらの情報を知らせるための情報システムを構築，
提案した。その中で、安全実績を最も高める方法を調べ，情報を収集する際、オペレー
ターをどのように動かせばいいのかを実験により明らかにした。 
このように本研究では、MAS SHADOWLINE の工場内の労働安全に関する問題点を
把握し、労働災害防止のための労働安全システムを提案した。 
 
 
 
